
鉄骨足場



スカイブリッジ使用例

スカイブリッジ使用例

鉄骨階段手摺使用例
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足場チェーン仕　　様

強度試験
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●荷重によるたわみ量の変化●架設条件と許容積載荷重

●架設上の注意事項

〔1〕荷重制限
　スカイブリッジの架設は「架設条件と許容積載荷重」の表に
　従い、表以上の荷重とならないようご計画ください。
〔2〕直列接続
　直列に接続される場合は、支持梁上に接続点がくるように
　ご計画ください。
　割付上、やむをえず接続点が支持梁上にこない場合は、右
　図のように張り出し量に制限が有りますのでご注意下さい。
〔3〕直交接続
　接続部は必ずメインブリッジの桁に接続金具を使用し、確実
　に固定して下さい。
　また、接続部での手すり間隔が著しく広い場合は、コーナー
　手すりをご使用ください。
〔4〕端　部
　連絡路に接続しない最端部には端部手すりをご使用ください。
〔5〕揚　重
　クレーンによる吊り上げや解体・移設時の吊り降ろしは、
　4ヶ所のクレーン吊り金具を利用し、本体に直接ワイヤー
　ロープ等をかけないでください。
　手すりを立てたまま行なうときは、手すりに荷重がかから
　ないようにワイヤーを掛けてください。
　なお、スカイブリッジの吊り上げは1台づつ行なってください。
　接続したままでは吊り上げられません。

〔6〕端部の固定
　①サイドブリッジが支持梁から張り出さない場合
　　S造用固定金具4個、またはSRC造用固定金具の4ヶ所
　　の固定部で確実に固定してください。
　②サイドブリッジが張り出す場合
　　支持梁との固定は上記①と同じです。
　　但し、サイドブリッジの張り出し量は直列接続の場合と
　　同じ制限をお守りください。
　　また、張り出した反対側は固定金具等により、はね上が
　　りを防止してください。
〔7〕サイドブリッジのスライド防止
　トラックでの運搬やクレーン等で移動させる場合は、必ず
　サイドブリッジ固定差込みピンまたはスライドストッパー
　でメインブリッジに固定してください。

質　量
kg

記　号 全長（L1）
mm

全巾（W）
mm  

全高（H）
mm  

折たたみ高（h）
mm  

メインブリッジ
長（L2）mm

サイドブリッジ
長（L3）mm

ASKB 43-66

ASKB 63-96

4350～6600

6350～9600

165

220

310

310

995

995

912

912

1300

1800

4000

6000

ASKB 63-96

0

荷　重Ｐ（kgf）

た
わ
み
δ
（
m
m
）

20

40

60

80

100

120

140

100 200 300 400 500 600 700

6600(9600)

P

最大荷重1170kg
ASKB 43-66
最大荷重2170kg

接続条件

架　設　条　件

架設例
許容
積載荷重

支持間隔(mm) 備　考

端部は必ず
４点固定し
てください

2.94kN
（300kg）
／スパン

L≦6600

L1≦1300 L1≦1500

L≦6600

L1≦1300

L0＝H鋼

L3 L2 L3

L1＝張出量）
フランジ巾

2.94kN
（300kg）
／ブロック

ASK 43-66 ASK 63-96

単独使用

直列接続

直交接続

（1ブロックでの架設例）

（支持梁上以外での接続）

（支持梁上での接続）
（

L≦9600

L≦9600

L1≦1500

L0＝H鋼

L1＝張出量）
フランジ巾
（

H
h

W

L1

（端部手すり）

（S造用固定金具）
ASKB-S（SRC造用固定金具）

ASKB-SRC

（接続金具）
　1ヶ所につき左右の2セット使用します。

（コーナー手すり）
本図は左用

フランジ巾
200～400mm

フランジ厚
5～40mm

δ
2

δ
1

スカイブリッジ ASKB

L

L

L0L0

LL

L0 L0 L0

L L
L1L1

L0L0L0

直列接続プレート

手すり支柱

スライド手すり

スライド手すり

サイド手すり

サイド手すり

スライドストッパー

固定手すり

スライド手すり固定ピン

ストッパー

クレーン吊り金具

手すり受

手すり受

メインブリッジ

固定差込みピン

サイドブリッジ

直列接続部での張り出し量

●ASKB 43-66 ●ASKB 63-96

張り出し量 L1

スカイブリッジ（アルミ合金製仮設通路）
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●荷重によるたわみ量の変化●架設条件と許容積載荷重

●架設上の注意事項

〔1〕荷重制限
　スカイブリッジの架設は「架設条件と許容積載荷重」の表に
　従い、表以上の荷重とならないようご計画ください。
〔2〕直列接続
　直列に接続される場合は、支持梁上に接続点がくるように
　ご計画ください。
　割付上、やむをえず接続点が支持梁上にこない場合は、右
　図のように張り出し量に制限が有りますのでご注意下さい。
〔3〕直交接続
　接続部は必ずメインブリッジの桁に接続金具を使用し、確実
　に固定して下さい。
　また、接続部での手すり間隔が著しく広い場合は、コーナー
　手すりをご使用ください。
〔4〕端　部
　連絡路に接続しない最端部には端部手すりをご使用ください。
〔5〕揚　重
　クレーンによる吊り上げや解体・移設時の吊り降ろしは、
　4ヶ所のクレーン吊り金具を利用し、本体に直接ワイヤー
　ロープ等をかけないでください。
　手すりを立てたまま行なうときは、手すりに荷重がかから
　ないようにワイヤーを掛けてください。
　なお、スカイブリッジの吊り上げは1台づつ行なってください。
　接続したままでは吊り上げられません。

〔6〕端部の固定
　①サイドブリッジが支持梁から張り出さない場合
　　S造用固定金具4個、またはSRC造用固定金具の4ヶ所
　　の固定部で確実に固定してください。
　②サイドブリッジが張り出す場合
　　支持梁との固定は上記①と同じです。
　　但し、サイドブリッジの張り出し量は直列接続の場合と
　　同じ制限をお守りください。
　　また、張り出した反対側は固定金具等により、はね上が
　　りを防止してください。
〔7〕サイドブリッジのスライド防止
　トラックでの運搬やクレーン等で移動させる場合は、必ず
　サイドブリッジ固定差込みピンまたはスライドストッパー
　でメインブリッジに固定してください。

質　量
kg

記　号 全長（L1）
mm

全巾（W）
mm  

全高（H）
mm  

折たたみ高（h）
mm  

メインブリッジ
長（L2）mm

サイドブリッジ
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P

最大荷重1170kg
ASKB 43-66
最大荷重2170kg

接続条件

架　設　条　件

架設例
許容

積載荷重
支持間隔(mm) 備　考

端部は必ず
４点固定し
てください

2.94kN
（300kg）
／スパン

L≦6600

L1≦1300 L1≦1500

L≦6600

L1≦1300

L0＝H鋼

L3 L2 L3

L1＝張出量）
フランジ巾

2.94kN
（300kg）
／ブロック

ASK 43-66 ASK 63-96

単独使用

直列接続

直交接続

（1ブロックでの架設例）

（支持梁上以外での接続）

（支持梁上での接続）
（

L≦9600

L≦9600

L1≦1500

L0＝H鋼

L1＝張出量）
フランジ巾
（

H
h

W

L1

（端部手すり）

（S造用固定金具）
ASKB-S（SRC造用固定金具）

ASKB-SRC

（接続金具）
　1ヶ所につき左右の2セット使用します。

（コーナー手すり）
本図は左用

フランジ巾
200～400mm

フランジ厚
5～40mm

δ
2

δ
1

スカイブリッジ ASKB

L

L

L0L0
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L0 L0 L0

L L
L1L1

L0L0L0

直列接続プレート

手すり支柱

スライド手すり

スライド手すり

サイド手すり

サイド手すり

スライドストッパー

固定手すり

スライド手すり固定ピン

ストッパー

クレーン吊り金具

手すり受

手すり受

メインブリッジ

固定差込みピン

サイドブリッジ

直列接続部での張り出し量

●ASKB 43-66 ●ASKB 63-96

張り出し量 L1

スカイブリッジ（アルミ合金製仮設通路）
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架設計画
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SRC造用固定金具 HBG-SRC（24.4kg）

伸縮手摺 HBG-133ST（17.0kg）

伸縮手摺 HBG-83ST（12.3kg）

固定手摺 HBG-116KT（7.5kg）

S造用固定金具 HBG-S（0.8kg）
質　量
kg記　号 全長（L1）

mm
全巾

（W1）mm  
全高

（H1）mm  
折たたみ高
（H3）mm  

メインブリッジ
長（L2）mm

サイドブリッジ
長（L3）mm

HBAL 43-65

HBAL 65-96

4340～6540

6540～9640

227

314

275

275

1021

1021

手摺高
（H2）mm  

901

901

1330

1330

通路巾
（W2）mm  

1100

1100

250～1350

150～1700

3840

6240

ハイブリッジ HBAL

83
0

1898～3448

83
0

83
0

1439～2539

1162

1
ー
ー
4
2
8
(2)

ー
1
4
ー
4
8
(2)

4365B
6596B
133ST
83ST
116KT
 S
SRC

ブリッジ本体

伸縮手摺

固定手摺
固定金具

 HBAL 43-65  HBAL 65-96部材名

L 1

L 3 L 2 L 3

H
3

W
1

W
2

H
1H
2

＊端部手摺はオプション品です。
直列接続の時、接続1ヶ所当り2枚の接続プレートが必要となります。
直交接続で固定手摺以外の場所で接続する時は、別途に取付金具が
必要です。
又、手摺も一部変更となります。

ハイブリッジ

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

仕　　様
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SRC造用固定金具 HBG-SRC（24.4kg）

伸縮手摺 HBG-133ST（17.0kg）

伸縮手摺 HBG-83ST（12.3kg）

固定手摺 HBG-116KT（7.5kg）

S造用固定金具 HBG-S（0.8kg）
質　量
kg記　号 全長（L1）

mm
全巾

（W1）mm  
全高

（H1）mm  
折たたみ高
（H3）mm  

メインブリッジ
長（L2）mm

サイドブリッジ
長（L3）mm

HBAL 43-65

HBAL 65-96

4340～6540

6540～9640

227

314

275

275

1021

1021

手摺高
（H2）mm  

901

901

1330

1330

通路巾
（W2）mm  

1100

1100

250～1350

150～1700

3840

6240

ハイブリッジ HBAL

83
0

1898～3448

83
0

83
0

1439～2539

1162

1
ー
ー
4
2
8
(2)

ー
1
4
ー
4
8
(2)

4365B
6596B
133ST
83ST
116KT
 S
SRC

ブリッジ本体

伸縮手摺

固定手摺
固定金具

 HBAL 43-65  HBAL 65-96部材名

L 1

L 3 L 2 L 3

H
3

W
1

W
2

H
1H
2

＊端部手摺はオプション品です。
直列接続の時、接続1ヶ所当り2枚の接続プレートが必要となります。
直交接続で固定手摺以外の場所で接続する時は、別途に取付金具が
必要です。
又、手摺も一部変更となります。

ハイブリッジ

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

部　　材
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ハイブリッジ

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

L

L

L

L

L1
L1

L1
L1

L0

L0

L

L

L0L0

L L
L1L1

L0L0L0

HBAL

HBAL

HBAL

HBAL

巾

巾

巾
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ハイブリッジ

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
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スカイハンガー

　

ス
カ
イ
ハ
ン
ガ
ー

＊SH-1050・1300 は巾木を取付可能です。

mmmm
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スカイハンガー SH



スカイハンガー

　

ス
カ
イ
ハ
ン
ガ
ー

mm mm

109



10
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12
00
～1
80
0

50
0

50
0

10
00

50
0

50
0

450
900～1300

10
00

20
00
～3
40
0

50
0

50
0

10
00

50
0

50
0

1650～3000

鉄骨階段手摺

取 付 図

つかみ巾：0～22mm
ボルト頭径：24mm（16～55mm）

S-120（11.9kg）

F-45（5.2kg） F-90（10.1kg） A-165（3.6kg）

S-200（15.3kg）

親綱支柱

　

親
綱
支
柱

親綱ロープ

質　量　345g
有効径　φ21mm
基穴径　φ20mm
全　長　140mm

（標準サイズ）
単位質量
無荷重時ロープ直径
破断強力
　　　乾
　　　湿
破断伸度
　　　乾
　　　湿

g/m
mm
kN(t)

%

169
16.1

33.3（3.4）
31.4（3.2）

45
43

テープ止め

 7 m・片フック　RS-7
10m・片フック　RS-10
15m・片フック　RS-15
20m・片フック　RS-20

1.6
2.2
2.9
3.7

質量 kg

仕　　様
親綱支柱

セット内訳（1スパン9m）

品名

親綱支柱
緊張滑車
移動滑車
親綱ロープ10m

質量 kg

8.2
0.6
0.5
2.2

数量

2
1
1
1
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鉄骨階段手摺

取 付 図

つかみ巾：0～22mm
ボルト頭径：24mm（16～55mm）

S-120（11.9kg）

F-45（5.2kg） F-90（10.1kg） A-165（3.6kg）

S-200（15.3kg）

鉄骨階段手摺

　

鉄
骨
階
段
手
摺

鉄骨階段用クランプ
TC-34（0.4kg）
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鉄骨クランプ・鉄骨階段ステップ・アイアンマン

　

鉄
骨
ク
ラ
ン
プ
・
鉄
骨
階
段
ス
テ
ッ
プ
・
ア
イ
ア
ン
マ
ン

つかみ厚

12
5

55
36

21145

363535
9～50

22
5

25
5（
25
0）
30
（
25
）23

53
850
830
740

264263 263

●質　　量…… …1.15kg

鉄骨クランプ KH-K

●質　　量…… …2.6kg
●許容荷重……… 49kN(5.0t)
 （開口耐力）

アイアンマン AC50
●質　　量…… …4.1kg

鉄骨階段ステップ TS-85

回転 回転

)(
＊兼用型
水平固定・自在
垂直固定・自在

直交型 平行型

引張方向 力の方向

3.09kN (315kg)

開き方向 力の方向

6.65kN (675kg)

開き方向

力の方向

4.41kN
 (450kg)

引張方向

力の方向

3.09kN
 (315kg)

（ボルトの締付トルクは350kgf・cm）（２個１組とする）鉄骨クランプの許容荷重

売買品
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アンクランプ・チェーンハンガー

　

ア
ン
ク
ラ
ン
プ
・
チ
ェ
ー
ン
ハ
ン
ガ
ー

垂直型 水平型 浮し型

チェーンハンガー

0.67kg

4.90kN
500kg
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30
0～
65
0m
m

30
0～
65
0m
m

30
0～
65
0m
m

300～650mm 300～650mm 300～650mm

●質　　量 ………4.4kg（ベルト、取付バー含）
●許容荷重……… 1.3kN(130kg)

ラダーブラケット LA-3065

　

ラ
ダ
ー
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

ラダーブラケット

114

コラム型

指定鉄骨材

H型 I 型

寸 法 図

＊鉄骨柱（コラム柱専用）に仮設昇降用梯子の取付け金具です。
＊鉄骨柱への取付けは、ベルトの締付け方式なので、
　柱を傷つけることなく、脱着が短時間で可能です。
＊鉄骨柱の溶接等の作業が不要です。
＊一辺が 300～ 650mmのコラム・H・I 型の鉄骨柱に設置可能です。

梯子取付バー

クランプ板

ファスナー（しめ機）

ベルト

アーム


